
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

61.8 ｈａ

61.8 ｈａ

60.8 ｈａ

1 ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 0 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 41.1 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

②　田の面積

中央地区は県指定種子生産ほ場となっており、集積の中心になる採種組合は令和２年４月１９日に農事組合法人美
濃種子へ法人化し、令和３年２月から利用権設定へ本格的に動き出したが、まだ十分に農地集積が進んでいない。
集積が進んでいないことにより、種子米と主食用米、慣行栽培と有機栽培のほ場が混在しており、種子米の品質維
持に悪影響を及ぼす可能性がある。
また、近年は農業者の高齢化や後継者不足による担い手不足が問題となっており、将来的に経営を維持できない危
機感がある。そのため、中心となる経営体への農地集積・集約や集落営農による生産体制づくりを検討していく必要
がある。

【地域の基礎的データ】
団体経営体（法人・集落営農組織等）１経営体

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域）

③　畑の面積（果樹、茶等を含む）

（備考）

農事組合法人美濃種子への集積を進めるとともに、別の農業経営体とも連携し、畑作（麦・大豆・そば）などの栽培を
検討していく。美濃種子の組織の運営方法の見直しも実施し、持続可能な組織にしていく。
種子米と主食用米、慣行栽培と有機・無農薬栽培について担い手で調整しながら、集積集約をしていく。
兼業農家による水稲については、目標地図に把握した情報を反映し、集積の維持を目指し、可能な限り継続していく
中で、農地以外への転換も検討していく。

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積

策定年月日

目標年度

地域名
（地域内農業集落名）

地域計画

更新年月日

市町村名
(市町村コード)

令和6年7月4日

令和6年7月4日

（第１回）

令和12年度

美濃市

21207

中央地区

（　中央・曽代・富野・生櫛　）



２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

75

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業

⑧農業用施設 ⑨その他

④輸出 ⑤果樹等

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等

【選択した上記の取組内容】

　地域の高齢化が進んでいくため、現在地域の組合で維持管理している曽代用水から取水するための中央ポンプの
今後の維持管理方法を検討する必要がある。
　曽代地区と富野地区は今後担い手を探していく農地としているが、地区内の一部が中山間地域等直接支払交付金
の対象農用地であるため、今後も農地や農道・畦畔の保全管理を行っていく。

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

土地改良を実施した比較的面積の大きい農地については、集約を進めていく。
小規模農地については、有害鳥獣被害が少ない作物の栽培を促進していくとともに、農業とそれ以外の分野を組み
合わせによる農泊、農福連携などの活用も検討していく。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

現状の集積率 将来の目標とする集積率

（２）農地中間管理機構の活用方法

（５）農業協同組合等の農業サービス事業体等への農作業委託の取組

・農業支援サービスを行う事業体の情報を集約し、地域内で共有することで、作業委託を必要とする経営体が積極的
に活用できる環境整備を行う。これにより、地域全体の農業経営を維持することで、遊休農地の発生防止を図る。

（１）農用地の集積、集団化の取組

・農地中間管理機構を活用して、認定農業者や新規就農者、営農法人等を中心に団地面積の拡大を進めるととも
に、担い手への農地集積を進める。

・地域の農地の貸し借りは農地中間管理機構の活用を促進し、担い手の経営意向に沿った農地の集積・集約化を段
階的に図っていく。将来的には担い手の効率的な営農につながる経営農地の集約化を目指す。

（３）基盤整備事業への取組

・農業の生産効率の向上等を図るため、農業者の要望を踏まえて、費用に見合った用排水路等の基盤整備に取り組
む。

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

担い手が利用する農地面積の団地数及び面積は、４個所、合計61.8ha

・既存の農地・水活動の保全組織並びに自治会等と協力しながら地域ぐるみで農地を守っていく。
・JA等との連携を図りながら、地域活性化に貢献できる栽培技術の効率化、地域雇用の確保を目指す。

％66.5

（４）多様な経営体の確保・育成の取組

（１）農用地等の効率的かつ総合的な利用に関する方針



４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

12

ha ha ha ha A

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha 0 ha

５　農業支援サービス事業体一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

７　基盤法第22条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載してください。

備考
目標地図
上の表示

年度）属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和

経営作目等
作業受託

面積

農用地所有者等数（人）

番号 対象品目

うち計画同意者数（人・％）

事業体名
（氏名・名称）

作業内容

41.1 0計 1経営体 41.1

経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

41.1認農 担い手A 水稲（種子） 41.1 水稲（種子）



 

曽代 

中央 

生  

富野 

 

別添参照 

今後担い手を探していく農地（地域計画区域内農地） 



市橋一美

荻博司

佐藤巌

篠田俊二

篠田敏郎

鈴木健三

鈴木道雄

須田国雄

須田茂

須田敏彦

須田信雄

須田昇

須田芳広

須田豊

土本美義

土本由紀夫

土本由紀夫

西部耕一

西部繁雄

西部久広

林香織

古田仁

美濃種子

三輪進

村井好和

山口有児

山口哲史

山田美也子

吉田和之
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担い手A

今後担い手を探していく農地



担い手A

今後担い手を探していく農地


